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実施報告書 

 

 

サーキュラー・エコノミーの実現に向けた社会実装化事業 

事業名 ＰＰバンドの水平リサイクル社会実現のための回収網拡大 

 

 

株式会社ウッドプラスチックテクノロジー 
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１．背景 

当社は、リサイクルプラスチックを原料としたＰＰバンドなどの製品を製造、販売するメ

ーカーである。ＰＰバンドは、ポリプロピレン（ＰＰ）という種類のプラスチックを原料と

する梱包用バンドである。段ボールや建設資材、空調機の梱包において荷物の結束用に用い

られる。当社の「グリーンライトバンド」は、使用済みＰＰバンドを原料としてＰＰバンド

を製造したもので、「水平リサイクル」を実現した製品である。 

ＰＰバンドは 1 か所で大量に発生しないことから分別されず廃棄されているものが多く、

「ＰＰバンドの水平リサイクル」自体の認知度が低く、従来通り廃棄している方が多いのが

課題である。この状況を変えるには、「ＰＰバンドの水平リサイクル」の認知度を上げると

ともに、原料となる使用済みＰＰバンドの回収量を増やすことが大きな課題である。 

 

図 ＰＰバンドの水平リサイクル 

使用済みＰＰバンドは、発生した工場や倉庫でＰＰバンドのみを分別してもらい、古

紙を回収している回収業者にＰＰバンドを回収してもらう。回収業者が、物流費を抑

えるためＰＰバンドの塊（ベール）に圧縮し、これを、大分および新潟の自社工場に

運搬して、ペレットを製造している。粉砕・選別後にペレットに加工され、ペレット

を原料にＰＰバンドに再生される。再生生原料となるＰＰバンドは使用後すぐに廃棄

されることから紫外線などによる劣化が少なく良質な再生資源物として原料で循環

利用に適する。 
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２．目的 

従来回収が出来ていなかった展示会会場、建設現場などで発生する使用済みＰＰバンド

の回収、リサイクルの実証を行い、あわせて「ＰＰバンドの水平リサイクル」の PR を行う

ことで、「ＰＰバンドの水平リサイクル」についての認知度を向上させて回収網を拡大する。 

 

① 展示会場において発生する梱包資材を回収しリサイクルすることで廃棄物を削減する

とともに、出展する企業への認知度向上を図る。 

② 建設現場で発生するＰＰバンドを回収、リサイクルすることで廃棄物を削減する。また、

川上の建設資材製造業と、川下の建設会社に”ＰＰバンドの環境負荷”という課題を認識

させて、リサイクルＰＰバンドの使用への理解、回収の意識向上を図る。 

 

 

 

 

３．実施体制 

・株式会社ウッドプラスチックテクノロジー ＰＰバンドの回収、製造、広報活動 

・グリーンプラ株式会社（株式会社ウッドプラスチックテクノロジーの子会社）販売部門 

（協力企業） 

・日本経済新聞社 展示会エコプロでの PP バンドの回収に協力 

・清水建設 建設現場で廃棄される PP バンドの回収に協力 
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４．実施内容 

4-1 展示会の設営時における回収 

環境関連の展示会エコプロ２０２４（会場：東京ビックサイト、２０２４年１２月４

～６日）の準備会場において、開催の前々日、前日にあたる１２月３日～4 日の両日に、

「無料回収コーナー」を設置して、ＰＰバンド、ストレッチフィルムの回収を実施した。

出展企業のブースの設営のため資材が持ち込まれ、この資材搬入に使用された梱包資材

を回収した。会場内で、回収実施のアナウンスも放送してもらったが、ＰＰバンドの回

収が初めての取り組みであり、また広い会場の一角で設営作業中のため無料回収コーナ

ーに持ち込んでくれる出展業者は回収コーナー近隣のブースに留まった。このため、会

場内を巡回し、切断して通路に置いてあるＰＰバンドを、声をかけながら回収した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコプロの回収コーナー 

主催者協力により「無償回収場所」を設置した。 

資材搬入に使用された梱包資材が通路に落ちている 
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回収したＰＰバンドは、ポリプロピレン製のストッパーが付いたままの状態が多く、

ストッパーを取り除き、色別（黄色、青色）に分けて、ポリエチレン製袋に入れて運搬

した。回収実績は、ＰＰバンド 30 ㎏、ストレッチフィルムおよび緩衝材 180 ㎏であっ

た。外したばかりのＰＰバンド、ストレッチフィルムを、異物が混じらない、きれいな

状態で回収することが出来た。 

巡回して回収したため、会場内で通路に放置されるようなＰＰバンド、ストレッチフィ

ルムはほぼすべて回収することが出来たと思われる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＰバンドとストレッチフィルムに分別し、ＰＰバンドに付いているポリ

プロピレン製のストッパーを取り除き、色分けをした。 
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エコプロ会場において回収したＰＰバンド（30 ㎏）とストレッチフィルム（180 ㎏）

を、株式会社ウッドプラスチックテクノロジー新潟工場に運搬し、別途入手したＰＰバ

ンド、ストレッチフィルムと混合して、2025 年 1 月にペレット化し、ＰＰバンド由来ペ

レット（ＰＰ）、ストレッチフィルム由来ペレット（ＰＥ）の 2 種を製造した。 

ＰＰペレットからＰＰバンドを製造、ＰＥペレットはウッドプラスチックテクノロジ

ー鳥取工場に運搬し工事用敷板を製造した。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

工事用敷板「W ボード」は、建設現場で地面の養生用に使用される。軽量であるため製造

時、使用時の二酸化炭素排出量も少ない。エコマーク取得製品。 

ＰＰバンド「グリーンライドバンド」は、建設資材、

食品などの工場から製品が出荷される際に梱包資材

として使用される。エコマーク取得製品。2016 年「エ

コマークアワード」受賞。 
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4－2.広報活動 

日経新聞社の「日経電子版」に、エコプロ会場での回収の取り組みとＰＰバンドの水

平リサイクルをＰＲする広告記事を掲載した。2025 年 1 月 28 日から 2025 年 2 月 27

日までの期間内に、日経電子版内でバナー広告表示を行い、ＰＲ記事へ誘導した。掲載

結果は、バナー広告 2,654,578 件、記事ページビュー数は 6,130 件、クリック率は 0.21％

であった。提案書では自社ページへの想定誘導数は 4000～6000 件と想定していたが、

想定を超えることができた。 

 

掲載結果  

バナー広告 

 

  記事閲覧数 

ページビュー数 6,130 件 

期間 2025 年 1 月 28 日～2025 年 2 月 27 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画像 メニュー、ターゲティング テキスト 掲載期間 imp Click CTR

Run of NIKKEI インフィード
自社販売製品のリサイクル製品率５割超を達成した企

業 ウッドプラスチックテクノロジー
1/28 ~ 2/27 311,145 480 0.15%

Run of NIKKEI インフィード
東大発ベンチャーが製造。ウッドプラスチックとは？

ウッドプラスチックテクノロジー
1/28 ~ 2/27 311,713 1,248 0.40%

Run of NIKKEI インフィード
荷物の固定等に使うＰＰバンドの水平リサイクル拡大

へ ウッドプラスチックテクノロジー
1/28 ~ 2/27 312,210 502 0.16%

Run of NIKKEI インフィード
東京都環境公社の社会実装事業に採択。ＰＰバンド回

収 ウッドプラスチックテクノロジー
1/28 ~ 2/27 310,887 430 0.14%

タイアップ付帯インフィード
自社販売製品のリサイクル製品率５割超を達成した企

業 ウッドプラスチックテクノロジー
1/28 ~ 2/27 352,033 519 0.15%

タイアップ付帯インフィード
東大発ベンチャーが製造。ウッドプラスチックとは？

ウッドプラスチックテクノロジー
1/28 ~ 2/27 351,947 1,427 0.41%

タイアップ付帯インフィード
荷物の固定等に使うＰＰバンドの水平リサイクル拡大

へ ウッドプラスチックテクノロジー
1/28 ~ 2/27 353,370 581 0.16%

タイアップ付帯インフィード
東京都環境公社の社会実装事業に採択。ＰＰバンド回

収 ウッドプラスチックテクノロジー
1/28 ~ 2/27 351,273 464 0.13%

2,654,578 5,651 0.21%
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掲載した記事 
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4-3.建設現場での回収 

建設現場からのＰＰバンドやストレッチフィルムの分別回収を、建設会社と調整のう

え 11 月に実施予定であったが、1 月まで建設会社と調整したが実施に至らなかった。 

建設現場の廃棄プラスチックの分別が完全にできるか不透明なため、有価物として現

場から搬出できるのか、廃棄物に該当するのか、分別が不完全である可能性を含めて、

慎重に検討する必要があり、補助事業期間内の実施を見送った。今後の課題としたい。 

  

５．社会実装における課題と今後の展開 

従来はＰＰバンドの大半がバージンプラスチック製 100％であったところ、近年リサイク

ル品が登場したが、市場全体の 95％は、いまだにバージンプラスチック製である。まだ新

しい製品であり、「ＰＰバンドの水平リサイクル」に対する認知度向上を目指して本事業を

実施した。展示会場での回収や、記事掲載などの広報活動の成果もあり、2024 年 12 月から

2025 年 2 月の 3 か月間におけるリサイクルＰＰバンドの販売実績は、前年比 130％と大幅

に増加している。バージンプラスチックの価格動向に左右されるが、近年ではバージンプラ

スチックが高値で推移しているため、リサイクル製品の方がコストを安く設定できる。コス

トアップせずに環境負荷低減ができる取り組みであることから、製品を認知した顧客は、比

較的早期に導入できたと思われる。引き続き、認知度向上の取り組みを拡大していきたい。 

 

一方、建設現場では期間内に回収ができなかった。現場での分別ができるか不透明である

ことが要因であり、現場で分別するか、選別拠点などを設けるのか、仕組みづくりが課題で

ある。ＰＰバンドの生産体制は、2019 年に大分工場、2023 年に新潟工場を立上げて、東西

2 拠点の生産体制とした。一方、回収面においては、使用済みＰＰバンドは、分別されずに

焼却されているものが大半であり、分別されていない廃プラスチックからの選別、回収がで

きる体制の構築が、回収量拡大には必要と思われる。古紙回収業者、産業廃棄物回収業者と

の連携も拡大していきたい。 

 

当社では、ＰＰバンド生産量のうち、リサイクル原料（使用済みＰＰバンド）を用いたＰ

Ｐバンドの割合が 2023 年 40％から、直近 3 か月では 50％まで上昇している。さらに、リ

サイクル製品の比率を高めながら、ＰＰバンドのリサイクル量を 2030 年に 370 トン/月を

目指して拡大を図りたい。 


